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研究実績 

の概要 

アマゾン川流域に生息する熱帯魚ネオンテトラは，体表の縞が明るい場所では青緑色，

暗い場所では濃紫色，興奮状態やストレス環境下では黄やオレンジ色に変化する動的な構

造性発色を示す．この縞は多くの虹色素胞から成り，虹色素胞内に周期的に反射小板が並

んでいる．この反射小板の傾斜角が一斉に運動して干渉により強め合う波長，つまり色が

変化していると考えられている． 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

本研究では，図１の熱帯魚ネオンテトラの体表の縞にある虹色素胞につい

て，電子顕微鏡写真と模式図を元に，図2のような反射小板が傾斜した斜め

誘電体格子を考案した．数値解析法として，傾斜した格子ベクトルを持つ誘

電体格子に申請者らが開発・提案する行列固有値法を適用した，この誘電体

格子に任意の3次元方向から光波が入射した場合の反射特性を求め，反射特

性から xy色度座標，sRGB色空間の色座標に変換する色の表記手順を定式化

した．数値計算により，観察される色を求め，色彩学的視点を考慮した検討

により，ネオンテトラの体表の色の変化を数値的に示し，傾斜角が発色に及

ぼす影響を明らかにした．傾斜角に応じて強く反射する波長を波長できる光

通信用フィルターに応用できることを提案した． 

 

図1  熱帯魚ネオンテトラ      図2  斜め誘電体格子の構造 
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